
            平成２５年度 県立明石清水高等学校 教育活動の展開             平成２５年４月１日 

 

 

                                 

 

                                                       

               

 

 

 

 

 

             

  

教育目標 
 

○「青春の夢に忠実であれ」をスローガンに掲げ、自らを社会に生かすことができる生徒を育成する。 
○文武両立を目指し、知・徳・体の調和のとれた、明るく爽やかで積極的な生徒を育成する。 
○「環境」や「地域活動」を通して、未来を見据え、生命を大切にする心、自然と共生する心をもつ生徒を育成する。 

  指 導 の 重 点 

１ 基礎・基本の徹底    授業方法の工夫や内容の精選を行い基礎的基本的な事項を明確にした指導の実施 

２ 分かる授業の展開  英・数・古典を中心とした習熟度別・ﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ・少人数授業編成の実施 

３ キャリア教育の充実  総合的な学習の時間やLHRを活用してのガイダンスによる計画的・組織的支援 

４ 多様な地域活動の推進 学校設定科目やインターンシップ、地域貢献事業を通して地域連携活動の推進 

５ 人と環境類型の推進   他者への思いやり、相互理解のためのコミュニケーション力を養う教育活動の推進 

関係機関との連携・体験学習の推進 地域に開かれたた学校づくり 

高大連携学習活動 地元中学校 異年齢交流 地域・市民 

○
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
を
訪
問
し
、
講
義
・
実
験
を
通
じ

て
専
門
的
な
分
析
化
学
の
体
感 

○
自
然
科
学
部
に
の
「
た
め
池
の
水
質
調
査
」
並
び
に
学
会
等
で
の
発
表 

 

【
日
本
農
芸
化
学
会
、
日
本
地
球
惑
星
科
学
連
合
で
の
発
表
】 

○
高
輝
度
光
化
学
セ
ン
タ
ー
主
幹
研
究
員
に
よ
る
放
射
光
分
析
、

S
p
r
i
n
g
-
8

に
関
す
る
講
義
を
受
講 

○
「
数
学
・
理
科
甲
子
園
」
へ
の
出
場 

○
兵
庫
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
講
義
・
体
験
活
動
の
実
施 

○
オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
「
人
と
環
境
類
型
」
等
説
明
会
の
実
施 

○
出
身
中
学
の
先
生
や
保
護
者
対
象
の
公
開
授
業
の
実
施 

○
中
学
校
訪
問
や
部
活
動
交
流
に
よ
る
情
報
交
換
及
び
生
徒
募
集 

○
人
と
環
境
類
型
学
習
成
果
発
表
会
の
開
催 

 

○
地
元
保
育
園
児
や
高
齢
者
を
文
化
祭
に
招
待
し
て
の
異
年
齢
間
交
流 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
放
し
地
元
小
学
生
対
象
ミ
ニ
ラ
グ
ビ
ー
の
指
導
支
援 

○
地
元
幼
稚
園
で
の
「
ふ
れ
あ
い
育
児
体
験
」
の
実
施 

○
地
域
の
幼
稚
園
児
か
ら
高
齢
者
を
対
象
に
将
棋
教
室
を
開
催 

○
地
域
小
学
校
で
「
防
災
講
座
」
の
開
催 

小
・
中
・
地
域
と
の
炊
出
し 

○
地
元
保
育
園
児
を
招
い
て
の
「
一
日
高
校
生
体
験
」
の
実
施 

○
地
元
地
域
の
人
々
を
招
待
し
、
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
近
隣
小

学
校
で
の
行
事
で
「
出
前
演
奏
会
」
の
開
催 

○
青
少
年
愛
護
協
議
会
に
参
加
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進 

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
情
報
発
信 

○
う
お
ず
み
ん
・
ふ
る
さ
と
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
地
域
に
貢
献 

 

【H
2
4

ひ
ょ
う
ご
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
賞
受
賞
】 

○
介
護
老
人
保
健
施
設
等
で
の
交
流
会
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
開
催 

○
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
住
民
に
よ
る
「
花
の
回
廊
作
戦
」
の
実
施 

実践的・創造的な教育の推進 

教科指導の特色 国際理解教育 進路指導の充実 生徒指導・特別活動 人権教育の推進 

○
早
朝
・
放
課
後
を
活
用
し
た
補
充
学
習
・
補
習
学
習
の
充
実 

○
豊
か
な
社
会
性
や
創
造
性
を
育
む
体
験
的
学
習
等
の
推
進 

○
生
徒
一
人
一
人
の
進
路
実
現
に
応
じ
た
多
様
な
選
択
科
目
の
設
置 

○
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
の
た
め
に
、
少
人
数
制
授
業
や
習
熟
度
別
授

業
及
びT

T

指
導
の
実
施 

 

○
「
言
語
活
動
の
充
実
」
を
踏
ま
え
た
各
教
科
指
導
の
充
実 

 

○
公
開
授
業
・
研
究
授
業
に
よ
る
授
業
改
善
の
実
施 

○J
I
C
A

訪
問
や
青
少
年
赤
十
字
募
金
活
動
等
へ
の
参
加 

○
日
本
在
住
の
外
国
人
に
よ
る
料
理
体
験
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
料
理
）
を
通
し

て
の
異
文
化
交
流 

○
外
部
講
師
に
よ
る
異
文
化
理
解
講
演
会
の
実
施 

【H
2
4

オ
ー
ス
ト
リ
ア
原
住
民
の
理
解
】 

○
基
礎
学
力
リ
サ
ー
チ
・
学
習
実
態
調
査
等
を
実
施
し
学
力
向
上
の
分
析 

○
基
礎
基
本
の
定
着
を
目
指
し
た
早
朝
補
習
・
夏
季
補
習
・
冬
季
補
習
等 

○
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る
た
め
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実 

○
「
進
路
設
計
・
進
路
実
現
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
進
路
指
導
部
・
学
年
と

連
携
し
た
３
年
間
を
見
据
え
た
進
路
指
導
計
画
の
策
定 

○
生
徒
の
興
味
関
心
・
特
技
特
性
を
生
か
し
た
受
験
指
導
体
制
の
確
立 

○
生
き
る
力
を
育
む
体
験
型
校
外
学
習
「
相
生
ペ
ー
ロ
ン
」
の
継
続 

○
清
湧
祭
・
陸
上
競
技
大
会
等
を
通
じ
て
、
自
主
性
を
育
み
、
正
し
く
行

動
す
る
態
度
の
育
成
を
推
進 

○
心
の
交
流
を
目
指
し
、
自
立
し
た
生
徒
会
活
動
の
充
実 

○
生
徒
理
解
を
深
め
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
教
育
相
談
の
充
実 

○
「
い
じ
め
は
絶
対
に
ゆ
る
さ
な
い
」
生
徒
指
導
体
制
の
充
実 

○
薬
物
講
演
会
・
自
転
車
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
講
演
会
等
の
開
催 

○
各
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
通
し
て
の
人
権
理
解
へ
の
深
化 

○
人
権
週
間
に
人
権
標
語
を
募
集
し
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る 

○
地
域
と
協
同
し
た
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進 

○
と
も
に
生
き
る
人
権
教
育
を
目
指
し
た
講
演
会
の
開
催 

○
生
徒
の
自
立
や
社
会
参
画
に
向
け
た
主
体
的
な
取
組
を
支
援
す
る 

○
相
互
に
人
格
や
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
う
教
育
活
動
の
展
開 

特色ある教育活動 

生徒を鍛えます。     基礎基本の徹底による進路実現 文武両道の実践 

生きる力 

確かな学力（知・徳・体） 

自己教育力 

進路実現 学校        地域  

「人と環境類型」の推進 

学校         地域  

改革プロジェクト H25 

特色ある学校づくり  

中学生に選ばれる 

不易な課題 当面する課題（新学区への対応） 

◎人と環境類型は進化します。 


